


最後の委員会で起きた本当のお話 2023.2.28



昨日の６時間目は、
６年生は
最後の委員会だった。
僕（5年）は、
教室の
真ん中あたりに
座っていた。



突然、
前のドアが開いて、

校長先生が
入ってきたんだ。



その時、
教室の壁にあった
マジック入れに、

校長先生の
肩が
ぶつかって、



中にあった
４本すべての
マジックが、
大きな音を立てて、

床に、
こぼれ落ちたんだよ。



その時だった。



すぐそばにいた
６年生２人の女子が、

「大丈夫ですか。」
「大丈夫ですか。」って、

声を掛けたんだ。



すぐにだよ。

それも、

２人ほぼ同時だった。



その後すぐに、

黒板の前にいた

６年生の
男子が
走ってきて、



「校長先生。
大丈夫です。

僕が、
拾っておきますから。」
って。



校長先生は、
「ありがとう」
「ありがとう」って、

何度も何度も、
お礼を言っていた。



あっと言う間の
「出来事」だった。

目の前に
起きた
本当のことなんだよ。



なんて、

すてきな

６年生たち
なんだろう。



なんて、

かっこいい

６年生たち
なんだろう。



僕は、

あんな
かっこいい

６年生になりたい。












































